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沖畠委員長を中心とした新体制が発足、団結ガンバロー
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Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会
は
、２
０
２
１
年
10
月
10
日（
日
）〜
11
日（
月
）、ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル
福
知
山
に
於
い
て
、

「
第
31
回
定
期
委
員
会
」を
開
催
し
た
。冒
頭
、福
知
山
線
列
車
事
故
、伯
備
線
触
車
事
故
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
列
車
事
故・労
働

災
害
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
へ
哀
悼
の
意
を
表
し
黙
祷
を
捧
げ
た
。議
長
に
尾
西
委
員（
和
歌
山
地
本
）、乳
原
委
員（
福
知
山

地
本
）の
両
名
を
選
出
。冒
頭
挨
拶
で
、鶴
石
委
員
長
は
、「
安
全
」「
政
治
と
労
働
組
合
の
関
わ
り
」「
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
」「
組
織
」「
青
女
活

動
」に
つ
い
て
問
題
提
起
を
行
っ
た
。議
事
で
は
、１
日
目
に
渡
邉
副
委
員
長
か
ら
活
動
経
過
報
告
、沖
畠
事
務
長
か
ら
活
動
方
針（
案
）の

提
起
、機
関
誌
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
を
行
っ
た
。２
日
目
に
は
全
体
質
疑
が
行
い
、各
地
本・総
支
部
か
ら
22
名
の
委
員
が
、56
項
目
に
つ
い
て
、

活
動
方
針
を
補
強
し
た
。そ
の
後
、ス
ロ
ー
ガ
ン
、活
動
方
針
を
、満
場
一
致
で
採
択
。沖
畠
委
員
長
を
中
心
と
し
た
新
体
制
が
発
足
し
、沖

畠
新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
第
31
回
定
期
委
員
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

後
藤
　
直
人
（
神
戸
地
本
）

●
視
力
矯
正
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｃ
Ｌ
を

導
入
さ
れ
た
い
。

●
女
性
問
題・Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
と
いっ
た
多
様
性
に
つ
い
て
、

制
度
は
進
み
つ
つ
あ
る
が
、設
備
の

不
備
が
実
現
の
機
会
損
失
を
招

く
と
考
え
る
。

●
賃
金
制
度・評
価
シ
ス
テ
ム
、第

２
基
本
給
の
廃
止
な
ど
、働
き
甲

斐
が
も
て
る
仕
組
み
づ
く
り
を
お

願
い
す
る
。

●
意
欲
の
あ
る
優
秀
な
社
員
を
失

わ
な
い
た
め
に
も
Ｎ
Ｓ
の
現
状
や
将

来
展
望
な
ど
示
さ
れ
た
い
。

拝
野
　
晃
徳
（
福
知
山
地
本
）

●
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
に
つ
い
て
、青
女

組
合
員
は
ほ
と
ん
ど
が
Ｃ
層
の
た

め
収
入
も
少
な
い
。夏
の
忘
れ
物

２・２
ヶ
月
の
確
保
を
要
請
す
る
。

●
近
畿
エ
リ
ア
と
中
国
エ
リ
ア
で

の
大
単
位
化
に
よ
り
、育
児・介
護

の
負
担
が
大
き
く
な
る
。

●
若
手
社
員
の
離
職
防
止
や
出

向
組
合
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、各

地
本
で
う
ま
く
いっ
た
方
法
の
共

有
を
お
願
い
し
た
い
。

後
藤
　
優
太
（
福
岡
地
本
）

●
中
央
本
部
の
ユ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を

福
岡
地
本
準
備
の
下
開
催
し
た
。

今
後
の
ユ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
つ
い
て

も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
役
員
の

技
術
継
承
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

●
若
手
の
離
職
の
理
由
は
、
希
望

勤
務
地
以
外
へ
の
移
動
や
地
上
職

手
当
へ
の
不
満
が
多
い
。
具
体
的

な
改
善
を
要
請
す
る
。

古
川
　
塁
（
西
バ
ス
地
本
）

●
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
に
参
画
す
る

こ
と
は
有
意
義
な
機
会
に
な
る
。

た
だ
、参
加
は
1
人
と
決
め
ら
れ

て
お
り
、初
め
て
参
加
す
る
組
合

員
は
不
安
が
大
き
い
。参
加
者
増

は
で
き
な
い
か
。

●
組
合
員
数
も
少
な
く
組
合
活

動
が
不
十
分
で
あ
る
。そ
ん
な
状

況
を
変
え
る
た
め
に
も
精
一
杯
取

り
組
み
た
い
。「
ピ
ン
チ
」は「
チ
ャ

ン
ス
」。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
協
力
を

お
願
い
す
る
。

上
田
　
晃
大
（
金
沢
地
本
）

●
遠
隔
Ｍ
Ｖ
の
利
用
実
態
を
把
握

し
、お
客
様
へ
の
快
適
な
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て

ほ
し
い
。

●
仕
事
と
育
児
を
両
立
し
、安
心

し
て
組
合
活
動
に
参
加
で
き
る
組

合
員
が
増
え
る
よ
う
に
、
深
夜
勤

務
制
限
を
義
務
教
育
終
了
ま
で

と
改
正
し
て
ほ
し
い
。

●
短
時
間
勤
務
８
日
利
用
が
他
職

種
も
利
用
で
き
、制
限
も
義
務
教

育
終
了
ま
で
と
し
て
ほ
し
い
。

松
本
　
侑
馬
（
岡
山
地
本
）

●
昨
年
度
71
名
参
加
の
下
、レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョン
を
開
催
し
た
。感
染

対
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

●
組
合
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

い
、電
子
マ
ネ
ー
に
よ
る
活
動
費
の

支
払
い
の
検
討
を
お
願
い
す
る
。

●
人
間
ド
ッ
ク
の
年
齢
の
引
き
下

げ
と
、受
診
の
応
募
を
お
願
い
す
る
。

●
社
外
出
向
組
合
員
の
フ
ォ
ロ
ー

体
制
の
充
実
を
訴
え
る
。

松
本
　
憲
亮
（
大
阪
地
本
）

●
ク
レ
ペ
リ
ン
不
合
格
時
の
組
合

の
フ
ォロ
ー
を
お
願
い
す
る
。

●
ク
レ
ペ
リ
ン
試
験
の
定
期
検
査

と
臨
時
検
査
の
、不
合
格
後
の
運

用
に
差
が

あ
る
の
は

な
ぜ
か
。

●
昨
今
の

機
械
化
・

装
置
化
に

よ
り
、
運
転
適
性
検
査
の
妥
当
性

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

●
賃
金
実
態
調
査
に
つ
い
て
、
新

入
組
合
員
が
答
え
ら
れ
な
い
調
査

項
目
が
あ
っ
た
。「
該
当
な
し
」な

ど
回
答
欄
の
工
夫
を
お
願
い
す
る
。

中
村
　
智
実（
本
社
総
支
部
）

●
労
働
協
約
で
は
医
療
職
に
対

し
て
一
部
二
重
就
業
を
認
め
る
回

答
を
引
き
出
し
て
い
た
だ
き
感
謝

す
る
。支
社
、グ
ル
ー
プ
内
に
対
象

を
広
げ
て
ほ
し
い
。

橋
元
　
裕
也（
京
都
地
本
）

●
賃
金
実
態
調
査
に
つ
い

て
、記
入
例
が
あ
れ
ば
よ

り
分
か
り
や
す
い
。

 

ま
た
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
回
答

を
全
体
に
広
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

●
青
女
世
代
の
分
会
役
員
兼
務

に
つ
い
て
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。

特
に
分
会
の
三
役
に
つ
い
て
は
、負

担
に
な
ら
な
い
体
制
を
要
請
す

る
。

中
川
　
雄
貴
（
大
阪
地
本
）

●
エ
リ
ア
手
当
を
同
水
準
に
。新

在
家
派
出
所
が
和
歌
山
支
社
に

な
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

●
亀
山
鉄
道
部
が
解
散
さ
れ
、天

王
寺
信
通
区
の
範
囲
が
広
が
っ
た
。

し
っ
か
り
説
明
を
す
る
よ
う
会
社

に
要
請
を
お
願
い
す
る
。

●
ス
ー
パ
ー
Ｔ
Ｉ
Ｄ
に
つ
い
て
、運

転
士
も
車
掌
と
同
じ
も
の
を
使

え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

原
田
健
太
郎
（
本
社
総
支
部
）  

●
出
向
者
は
ワ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
上
の

名
簿
な
ど
確
認
で
き
ず
連
絡
す
ら

取
れ
な
い
。郵
送
す
る
た
め
手
間
が

か
か
る
。　

●
カ
チ
ャッ
ト
や
ｄ
ｉｒｅｃ
ｔ
の
機

能
・
対
象
拡
充
を
行
い
、
社
外
を

含
め
た
出
向
者
に
つ
い
て
、
閲
覧・

共
有
が
可
能
と
な
る
よ
う
要
請
さ

れ
た
い
。

はじめに
　新型コロナウイルス感染症の収
束を見通せない不安、自粛が続く
ストレスと向き合いながらも、安全
安定輸送を完遂し、公共交通機
関の使命、あるいは医療機関とし
ての使命を果たして頂いている組
合員の皆さんに、改めて敬意と感
謝を表する。
安全について
　福知山線列車事故から16年
６ヵ月、伯備線触車事故から15年
９ヵ月が経過した。
　あと数年すると事故の時生まれ
てもいない方が入社をしてくる。そ
の方々に私たちは事故を伝えてい
かなければならない。ＪＲ西日本
に入社した以上事故を知り、伝え
ていくことは義務である。
　青年女性委員会の議案書でな
ぜ安全が０番なのか。「安全」をす
べてにおいて最優先とし、「ゼロか
らの出発」という意味が込められ
ている。
政治と労働組合の
関わりについて
　ＪＲ西労組の政治の基本方針
は、「私たちの理念・政策・目的な
どに理解を示し、指示・賛同する
議員との関係を強化し、政治的課
題の解決に向けて取り組みます」
とある。
　このコロナ禍で、ＪＲ連合国会
議員懇談会所属の議員の皆さん
には、雇調金の延長要請などで多
くの大臣に対応していただき、国
会の様々な場面でＪＲの窮状を訴
え続けていただいた。
　課題の解決に向け一所懸命働
いてくれる議員を応援する、それ
は決して間違ってはいない。
冬のボーナスについて
　長期債務も1兆８０００億円ま
で増加し、公募増資を行うなど負
債は膨らむ一方である。
　JR西労組は、業務の効率化と
超勤の削減、一時帰休やグループ

外出向な
ど様々な施策に協力し、昨年の
ボーナス見直しなど会社の危機回
避に積極的に協力してきた。
　さらに、雇用調整助成金の延長
や産業安定助成金の対象拡大など
に尽力したからこそ、国からの支援
がある。これらの事実こそが、私たち
の取り分の所在を裏付けている。
組織について
　今年の新規採用者への加入行
動も皆さんのおかげで新入社員
585名全員に加入していただいた。
　JR西労組があるから組合員の
雇用が守られ、雇調金の支援も拡
大しているのである。
青女活動について
　青年女性委員会の活動の目的
「仲間づくり」が思うような形でで
きず、苦しく・つらい思いを抱え、模
索しながら新たな挑戦をした２年
間であった。
　中央本部においても、リモート
併用での開催となった。開催形態
はどうであれ人と人が目を合わせ
て話ができる「仲間づくり」の場を
作り続けることに意味があると改
めて実感した。
　今やるべきなのかを考えるので
はなく、今だからやらなければなら
ない、出来る方法を考えなければ
ならない。
　そして、収束した際にはコロナ
前、コロナ禍双方の良いやり方で
進める。
　今できることを青年女性委員会
らしく進めていこう。
終わりに
　ＪＲ連合の議長も務め、様々な
方とお話をする機会があった。ど
この単組からも、「JR西労組の取
り組みは間違いなくトップクラスで
あり参考にしたい」と言われた。こ
の言葉には胸を張っていい。自信
をもって取り組みを進めていこう。
これからも、共に頑張りましょう。
　　　　　　　　鶴 石　 貢
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運
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賃
金
実
態
調
査
の

新
し
い
形
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今
で
き
る
こ
と
を

　

青
年
女
性
委
員
会
ら
し
く
進
め
て
い
こ
う

全
体
質
疑

鶴石青年女性委員長挨拶（要旨）

JR西労組の取り組みは
間違いなくトップクラスである

 

出
向
者
と
繋
が
る
術
は
？


